
























要約 発育の研究においても,個人を追跡することによって得られたデータについて時系

列解析を用いることが望ましい。しかも,その際の測定間隔はできるだけ短い方が,真の発

育の様子をとらえることができる。そこで,都市化の進んでいると思われる順に東京都・群

馬県・栃木県の 3地域における各小学校の児童を対象として,ほぼ毎月 1度とられた体重デ

ータについて,(1)現量値,(2)発育速度,(3)季節変動の 3つにそれぞれ差がみられるかどう

か,検討した。群馬県と栃木県の対象校は,いずれも比較的寒冷な農山村に位置している。

分析の際には,時系列解析の一つであるセンサス局法を用いた。その結果,東京と群馬の間

には,ほとんど発育に差はみられなかった。それに対して栃木は,男子において他よりかな

り体重が少なく,女子では逆に幾分大きめの値を示した。また,他の 2地域では季節変動に

一定の傾向がみられなかったのに比べ,秋から冬に体重が増加しやすいというパターンが

ほぼ全員に共通してみられた。発育速度のトレンドをみると,栃木の男子を除いて,ほとん

どの児童が波動しながら体重が増加していくことがわかった。概して,同一地域内でも非常

に大きな個人差がみられた。 

次に,地域性を考慮した，しかも縦断的資料に基づいた小児の身長発育評価基準を作成する

第一歩として，北海道，東京・埼玉，滋賀，広島において収集した身長の縦断的資料から,

身長最大発育年齢，身長最大発育速度，および身長最大発育年齢時の既得身長(現量値)の

地域差について検討した。その結果,身長最大発育年齢には地域差が認められなかったので,

個々の身長最大発育年齢を揃えた身長パーセンタイル曲線と身長発育速度パーセンタイル

曲線の作成を男女別に試みた。 


